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Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
平
成

28
年
よ
り
整
備
を
進
め
て
き

た
、
常
磐
自
動
車
道
（
い
わ
き

四
倉
Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ
Ｃ
）
の
４

車
線
化
が
令
和
３
年
６
月
13

日
（
日
）
に
運
用
開
始
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
わ
き
中

央
Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車

線
化
事
業
（
約
27
㎞
）
が
す
べ

て
完
成
と
な
っ
た
。

【
運
用
開
始
日
】

令
和
３
年
６
月
13
日
（
日
）

【
運
用
区
間
】

常
磐
自
動
車
道
（
い
わ
き
四
倉

Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ
Ｃ
）
／
延
長
４

㎞【
運
用
開
始
に
よ
る
整
備
効

果
】

◇
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
改
善

　

常
磐
自
動
車
道

の
全
線
開
通
に
よ

り
交
通
量
が
増
大

し
、
暫
定
２
車
線

区
間
で
は
最
大
で

約
２
万
台
程
度
の

交
通
量
と
な
っ

た
。

　

暫
定
２
車
線
区

間
で
は
、
交
通
集

中
時
や
上
り
坂
、

サ
グ
部
、
合
流
部

等
で
速
度
低
下
が

み
ら
れ
る
状
況
で

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
が
低
下
し
て

い
た
。

　

福
島
県
区
間
で

は
、
い
わ
き
中
央

Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ
Ｃ

間
が
４
車
線
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
水
準
の

向
上
が
図
ら
れ
、
並
行
す
る
国

道
６
号
の
渋
滞
緩
和
も
見
込
ま

れ
て
い
る
。

◇
重
大
事
故
の
減
少

　

い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ
～
岩
沼
Ｉ

Ｃ
間
の
暫
定
２
車
線
区
間
で

は
、
平
成
27
年
の
常
磐
道
全
線

開
通
以
降
、
簡
易
中
央
分
離
帯

（
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
等
）
を
突

破
し
反
対
車
線
に
飛
び
出
す
事

・
信
頼
性
が
向
上
し
、
地
域
経

済
、
地
域
社
会
を
支
え
る
幹
線

道
路
（
縦
貫
道
路
）
と
し
て
機

能
す
る
。

　

東
北
自
動
車
道
と
常
磐
自
動

車
道
と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の

強
化
が
図
ら
れ
る
。

故
が
31
件
発
生
し
て
お
り
、
う

ち
死
亡
事
故
が
６
件
発
生
し
て

い
る
。
（
令
和
２
年
12
月
末
現

在
）

　

い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ

Ｃ
間
の
４
車
線
化
に
よ
り
対
面

通
行
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
反
対
車
線
に
飛
び
出
す

重
大
事
故
や
事
故
発
生
時
の
通

行
止
め
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

◇
円
滑
な
交
通
の
確
保

　

暫
定
２
車
線
の
場
合
、
通
行

止
め
を
行
い
作
業
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
交
通
事
故
の
復
旧
作

業
や
道
路
の
維
持
補
修
工
事
な

ど
が
、
４
車
線
化
に
よ
り
、
車

線
規
制
に
よ
り
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
通
行
止
め
の

回
数
が
削
減
さ
れ
る
。

　

暫
定
２
車
線
区
間
で
あ
る
い

わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ
Ｃ
間

で
は
、
平
成
27
年
か
ら
令
和
元

年
ま
で
の
間
に
工
事
に
よ
る
通

行
止
め
が
２
６
９
回
、
交
通
事

故
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
が
58

回
発
生
し
て
い
る
。

　

い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ

Ｃ
間
が
４
車
線
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
や
維
持
補

修
工
事
に
よ
る
通
行
止
め
回
数

を
約
９
割
削
減
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

◇
道
路
空
間
増
大
に
よ
る
道
路

機
能
の
強
化

　

常
磐
自
動
車
道
は
、
安
全
性

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
の
高
速
道
路
の
交

通
量
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
一

昨
年
と
比
べ
て
大
き
く
減

少
し
た
。
物
流
を
担
う
大
型
車
が
平
年
並

で
あ
る
の
に
対
し
、
乗
用
車
を
含
む
小
型

車
の
交
通
量
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

引
き
続
き
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
求
め

ら
れ
る
中
で
旅
行
や
帰
省
を
控
え
る
人
が

多
っ
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

米
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
５
割
を

超
え
、
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
は
マ
ス
ク

の
着
用
を
原
則
不
要
と
す
る
指
針
が
保
健

当
局
か
ら
示
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
と
と
も
に
旅
行
需
要
も
一
段
と
回
復

の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
感

染
症
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
に
気
兼
ね
な
く
高
速
道
路
を
利
用

し
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ら
れ
る
日
が
一

日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を

強
く
願
う
。

　

高
速
道
路
は
一
般
道
と

比
べ
定
時
性
・
速
達
性
・

安
全
性
等
に
優
れ
て
お

り
、
そ
の
利
用
に
は
通
行

料
金
の
負
担
に
見
合
う
価

値
（
便
益
）
が
あ
る
。
無

料
通
行
と
引
き
換
え
に
渋
滞
が
頻
発
し
価

値
が
損
な
わ
れ
て
は
困
る
た
め
課
金
は
合

理
的
だ
。
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す

る
個
人
で
の
利
用
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

災
害
時
の
代
替
性
や
国
内
貨
物
輸
送
に
果

た
す
役
割
を
踏
ま
え
れ
ば
、
高
速
道
路
の

恩
恵
は
国
民
全
体
に
及
ぶ
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
や
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
災
害
の
発
生
を
通
じ
、

物
流
と
そ
れ
を
支
え
る
高
速
道
路
の
重
要

性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背

景
か
ら
も
高
速
道
路
の
維
持
・
機
能
向
上

に
必
要
な
コ
ス
ト
の
負
担
を
通
行
料
金
を

通
じ
て
道
路
利
用
者
に
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
の
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

　

高
速
道
路
が
そ
の
機
能

を
発
揮
し
、
社
会
・
経
済

活
動
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
続
け

る
た
め
に
は
、
適
切
な
維

持
管
理
・
更
新
の
み
な
ら

ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
、
自
動
運
転
の
実
現
な

ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
機
能

強
化
な
ど
道
路
利
用
者
に
提
供
す
る
価
値

を
高
め
る
た
め
の
継
続
的
な
投
資
が
必
要

で
あ
る
。
一
方
、
現
行
制
度
で
は
債
務
償

還
後
は
通
行
料
金
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が

原
則
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
速
道
路
の

機
能
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
財
源
を
安
定
的
に

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
速
道
路

の
恩
恵
を
享
受
す
る
の
は
道
路
利
用
者
の

み
な
ら
ず
国
民
全
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
通
行
料
金
に
加
え
税
金
の
充
当
も
考

え
ら
れ
る
。

　

負
担
の
あ
り
方
や
将
来
の
投
資
の
見
通

し
、
無
料
高
速
と
の
関
係
な
ど
難
し
い
論

点
が
多
い
と
思
う
が
、
道
路
利
用
者
が
将

来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
利
用
で
き
る
持

続
可
能
な
高
速
道
路
の
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
に
向
け
た
活
発
な
議
論
が
な
お
一
層

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

高
速
道
路
の
持
続
可
能
な

仕
組
み
づ
く
り
を

【工事通行止め】
◇道東自動車道　占冠IC　～　十勝清水IC
　６月21日（月）～７月２日（金）　各日21：00 ～翌7：00
◇札樽自動車道
　雁来IC　７月５日（月）　各日20：00 ～翌６：00
　伏古IC　７月６日（火）　各日20：00 ～翌６：00
◇東北中央自動車道　各日20：00 ～翌６：00
　米沢北IC ～南陽高畠IC　７月６日（火）
　南陽高畠IC～かみのやま温泉IC　７月７日（水）～９日（金）
　かみのやま温泉IC～山形上山IC　７月12日（月）～13日（火）
◇伊勢湾岸自動車道　東海IC ～みえ朝日IC
　新名神高速道路　四日市JCT ～草津JCT
　６月19日（土）６：00 ～７月19日（月）24：00
◇紀勢自動車道　勢和多気JCT ～紀伊長島IC
　６月28日（月）～７月19日（月）　各日20：00 ～翌６：00（金・土・日を除く）
◇阪和自動車道・湯浅御坊道路　有田IC ～南紀田辺IC
　６月21日（月）20：00 ～６月2６日（土）６：00
　６月28日（月）20：00 ～７月3日（土）６：00

常磐自動車道
いわき四倉IC～広野IC

令和3年6月13日（日）　4車線化運用開始

～常磐自動車道　いわき中央IC～広野ICが全線4車線化～

岡山自動車道
賀陽IC～有漢IC（高梁SA付近）

令和3年5月28日（金）　4車線化運用開始

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
が
整
備

を
進
め
て
き
た
、
岡
山
自
動
車

道
（
賀
陽
Ｉ
Ｃ
～
有
漢
Ｉ
Ｃ
間

の
高
梁
Ｓ
Ａ
付
近
）
の
４
車

線
化
が
令
和
３
年
５
月
28
日

（
金
）
に
運
用
開
始
と
な
っ

た
。

　

引
続
き
、
事
業
中
区
間
で
あ

る
有
漢
Ｉ
Ｃ
～
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

（
延
長
：
約
８
・
４
㎞
）
の
う

ち
、
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
の
延
長

約
３
・
５
㎞
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
６
月
23
日
（
水
）
午
前
６

時
に
対
面
通
行
に
よ
る
暫
定
２

車
線
の
運
用
か
ら
、
上
下
線
を

分
離
し
た
車
線
の
運
用
へ
切
り

替
え
を
行
い
、
同
年
夏
頃
に
４

車
線
化
の
完
成
予
定
で
あ
る
。

な
お
上
り
線
の
一
部
区
間
は
令

和
４
年
度
の
完
成
を
目
指
し
工

事
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
対
面
通
行
に
よ
る
暫
定

２
車
線
の
運
用
か
ら
上
下
線
を

分
離
し
た
車
線
の
運
用
へ
の
車

線
切
替
に
伴
い
、
岡
山
自
動
車

道 

賀
陽
Ｉ
Ｃ
～
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
上
下
線
）
で
夜
間
通
行
止
め

を
行
う
。

【
運
用
開
始
日
】

令
和
３
年
５
月
28
日
（
金
）

【
運
用
区
間
】

岡
山
自
動
車
道
（
賀
陽
Ｉ
Ｃ
～

有
漢
Ｉ
Ｃ
間
の
高
梁
Ｓ
Ａ
付

近
）
／
延
長
２
・
７
㎞

【
夜
間
通
行
止
め
日
時
】

令
和
３
年
６
月
14
日
（
月
）
～

７
月
３
日
（
土
）　

各
日
20
時

～
翌
６
時

【
夜
間
通
行
止
め
区
間
】

岡
山
自
動
車
道
（
賀
陽
Ｉ
Ｃ
～

北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
／
延
長
21
・
３

㎞

　

政
府
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
た
自
転
車
の
活

用
の
推
進
を
一
層
図
る
た
め
、

「
第
２
次
自
転
車
活
用
推
進
計

画
」
を
５
月
28
日
に
閣
議
決
定

し
た
。

【
概
要
】

（
１
）
自
転
車
活
用
推
進
計
画

に
つ
い
て

　

自
転
車
活
用
推
進
法
（
平
成

28
年
法
律
第
１
１
３
号
）
に
基

づ
き
、
平
成
30
年
に
第
１
次
自

転
車
活
用
推
進
計
画
（
以
下

「
現
計
画
」
と
い
う
。
）
が
策

定
さ
れ
、
関
係
府
省
庁
・
官
民

が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

今
回
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
今

後
の
社
会
の
動
向
を
見
据
え
つ

つ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
た
自
転
車
の
活
用
の
推

進
を
一
層
図
る
た
め
、
「
第
２

次
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
を

策
定
し
た
。

（
２
）
計
画
期
間

　

自
転
車
活
用
推
進
計
画
と
関

連
を
有
す
る
社
会
資
本
整
備
重

点
計
画
や
交
通
政
策
基
本
計
画

等
が
計
画
期
間
を
５
年
間
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
と
整
合
を
図

る
た
め
、
計
画
期
間
を
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
度
ま
で
と
し

て
い
る
。

（
３
）
計
画
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

　

第
２
次
自
転
車
活
用
推
進
計

画
で
は
、
①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
通
勤
・
配
達
目
的
で
の
自
転

車
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
、

②
情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的
発

展
、
③
高
齢
化
社
会
の
進
展
等

の
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、
現
計
画
か
ら
取
組

を
更
に
強
化
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

計
画
の
構
成
と
し
て
は
、
４

つ
の
目
標
（
※
）
は
現
計
画
を

踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
な
施
策
と

し
て
、
「
多
様
な
自
転
車
の
開

発
・
普
及
」
及
び
「
損
害
賠
償

責
任
保
険
等
へ
の
加
入
促
進
」

を
追
加
し
て
い
る
。

（
※
）
４
つ
の
目
標
：
「
自
転

車
交
通
の
役
割
拡
大
に
よ
る
良

好
な
都
市
環
境
の
形
成
」
、

「
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

等
に
よ
る
健
康
長
寿
社
会
の

実
現
」
、
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
よ
る
観
光
立
国

の
実
現
」
、
「
自
転
車
事
故
の

な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
の
実

現
」

「
第
２
次
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
を
閣
議
決
定

　

平
成
29
年
１
月
12
～
13
日
の

大
雪
時
に
は
、
東
北
自
動
車
道

（
郡
山
Ｉ
Ｃ
～
本
宮
Ｉ
Ｃ
）
が

通
行
止
め
と
な
っ
た
た
め
、
常

磐
自
動
車
道
の
交
通
量
が
平
常

時
の
約
３
倍
に
増
加
し
、
代
替

路
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し

た
。

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


